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研究成果の概要（和文）：側頭骨原発扁平上皮癌において、上皮間葉移行がその骨浸潤に相関することを明らかにした
。しかし上皮間葉移行は直接側頭骨扁平上皮癌の予後とは相関しなかった。また、ビメンチン、TGFβ、SnailおよびTW
ISTと予後の相関関係についても統計的には相関がみられないという結果を得た。これらの結果はそれぞれ単独の因子
では側頭骨原発扁平上皮癌の予後を左右せず、他の因子を介して間接的に影響を及ぼしている可能性があることを示唆
する。

研究成果の概要（英文）：This study showed  correlations in EMT with extensive bone involvement. The result
s suggest that EMTtends to correlate with poor prognosis for SCC of the temporal bone, and that this corre
lation is an indirect relationship resulting from the promotion of bone invasion by EMT.
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１． 研究開始当初の背景 
 

側頭骨原発扁平上皮癌は、発症率が頭頸部

癌の中で 0.2％未満と非常にまれなものであ

る。治療は原則として手術が第一選択とされ

るが、高悪性なため予後が不良である。とく

に局所進行癌における治療成績は極めて悪

い報告が多く、耳鼻咽喉科医の鬼門となって

いる。筆者らの施設では 2000 年以降約 20 例

と比較的多くの側頭骨原発扁平上皮癌を治

療し、この症例数をいかしてこれまでに骨浸

潤がつよい症例の予後が悪くなることを明

らかにしてきた。今回、なぜ骨浸潤のつよい

症例で予後が悪くなるのかを解明するため

研究を行った。 

 

２．研究の目的 

 

側頭骨原発扁平上皮癌の予後を左右する

因 子 と し て Epithelial-Mesenchymal 

Transition(EMT；上皮間葉移行)に着目し、

その役割を解析した。また、側頭骨原発扁平

上皮癌の骨浸潤のメカニズムについて解析

することを目的とした。 

 

３．研究の方法  

 

ビメンチンをＥＭＴのマーカーとして用

いた。側頭骨原発扁平上皮癌の手術標本パラ

フィンを用いて EMT と予後との相関、EMT と

骨浸潤との相関を解析した。次に in vivo に

おいて TGFβ、Snail および TWIST の発現パ

ターンが、EMT と相関するかどうかを解析し

た。 

また、EMT が発現していて、かつ骨浸潤巣

を 含 む 組 織 切 片 を 抽 出 し 、 TGF β と

RANK/RANKL との関連について解析した。 

 

４．研究成果 

 

 

EMT がその骨浸潤と相関することを明らかに

した（図 1）。しかし EMT と予後について解

析を行ったが、統計的には相関がみられなか

った（図２）。TGFβ、Snail および TWIST と

予後の相関関係について解析し、統計的に有

意ではないことを確認した。これらの結果は

それぞれ単独の因子では側頭骨原発扁平上

皮癌の予後を左右せず、他の因子を介して間

接的に影響を及ぼしている可能性があるこ

とを示唆する。TGFβと RANK/RANKL との関連

については、それらの発現に相関がないこと

を確認した。 
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